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１ はじめに 

  我が校は創立１１２周年を迎える伝統ある学校である。五ヶ瀬町は、山間地域にある

学校の特色を効果的に教育に活用することで教育の課題解決や内容の充実を図るべく、

学校・家庭・地域が一体となって取り組む「五ヶ瀬教育グランドビジョン」を基盤に据

えている。本校は山間部にある極小規模校であるが、社会的条件や自然的条件等の他地

域との違いが教育においてマイナス要素とはなっておらず、本町の環境的な特徴を「よ

さ」として生かし、優れた教育環境となっていることが実感できる。これまでに本ビジ

ョンに関わり育ててきた方々の尽力の賜物である。今後も、この五ヶ瀬に育つ子ども達

の将来を見据え、特に身に付けさせたい力を常に意識し、より良い教育の在り方につな

がる具体的な実践を継続させていきたい。 

２ 教育目標（五ヶ瀬教育グランドビジョンにより各校統一している） 

（１）五ヶ瀬のよさを幅広く認識する教育活動を全教科･領域において意図的に展開する｡                       

【体験活動の充実】 

（２）子どもたちに最適な教育環境を提供し、一人一人の可能性を最大限に伸ばす。 

                               【授業力の向上】 

３ 本校の目指す児童像 

（１）夢を抱き、将来へ向かってたくましく前へ進む子ども 

（２）絆をお互いに大切にできる子ども 

４ 本年度の取組 

  以下の通り、本年度の目指す児童像から取組を「強く優しい心身の育成」、「自律型

主体性の育成」の２つの視点における四つの内容項目から設定した。 

 強く優しい心身の育成 自律型主体性の育成 

凡事徹底 
○ 自分から進んであいさつ・返事 

○ 規範意識の向上 

○ 「学び方」の育成 

○ 基礎的・基本的な知識や技能の定着 

温 か い 人 間 関

係  

○ 相手の気持ちを想像する力の育成 

○ 地域と関わる体験活動の充実 

○ G 授業のさらなる充実 

○ 情報から考えを創造する力の育成 

将 来 を 生 き 抜

く た く ま し い

心と体  

○ 最後までやり遂げる力の育成 

○「早寝・早起き・朝大豆」 

○ 個に応じた継続的な体力作り 

○ 粘り強く探求・解決できる力 

○ 目標や根拠を明確にした学習活動 

地 域 に 貢 献 で

き る 開 か れ た

学校 

○ 地域人材の積極的な活用 

○ 地域への積極的な情報発信 

○ キャリア教育の具体的な推進 

○ 知識・技能の身近な生活での活用 

○ 積極的な G 授業への取組 

５ おわりに 

  学校から常に情報発信を心がけることで、児童とその保護者だけでなく地域の方々に

学校教育の目標や取組状況を理解してもらうことで、より学校を身近に感じて学校に対

する愛情と期待が高まっていることがわかる。喜びとともに責任の大きさを強く感じて

いる。その思いに応えるため、教職員も日々研鑽に努め、自身の指導力を高めていくよ

うにしたい。 


